
報告

川
内
原
子
力
発
電
所
見
学
会

【
時
】＝
11
月
18
日（
土
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
集
合
場
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル
前
お
よ
び

樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
の
各
支
所

＊�
集
合
場
所
ま
で
は
各
自
で
、
見
学
先
ま
で

は
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用

【
見
学
先
】＝
川
内
原
子
力
発
電
所（
久
見
崎

町
）

【
対
象
】＝
川
内
・
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁

答
院
地
域
の
方

＊
た
だ
し
、
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴

【
定
員
】＝
40
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

＊
最
小
催
行
人
員
＝
10
人

＊
参
加
無
料

【
申
込
締
切
】＝
11
月
６
日（
月
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
当
日
必
要
な
も
の
】＝
大
人
は
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
の
い
ず
れ
か
）、
18
歳
未
満
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
保
険
証

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
原
子
力
安
全
対
策

室
原
子
力
安
全
対
策
Ｇ（
内
線
４
６
３
２
）

「
原
子
力
防
災
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」を

貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
、
原
子
力
防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
こ
ん
な

時
ど
う
す
る
？　
～
原
子
力
災
害
、
知
っ
て

お
き
た
い『
準
備
』と『
対
応
』～
」（
薩
摩
川
内

市
版
）を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
万
が
一
の
原
子
力
災
害

に
備
え
、
普
段
か
ら
知
っ
て
お
く
べ
き「
準

備
」と「
対
応
」に
つ
い
て
親
子
が
専
門
家
に

聞
く
と
い
う
構
成
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
射
線
・
放
射
性
物
質
の
基
礎
知

識
な
ど
の
資
料
編
も
あ
り
、
一
般
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

園
、
学
校
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な

ど
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用
く

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
防
災
安
全
課
防
災

Ｇ（
内
線
4
９
２
２
）

　
市
で
は
、
原
子
力
発
電
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
見
学
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
原
子

力
発
電
所
の
安
全
対
策
や
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
の
広
報・調
査
等
交
付
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

原子力
広報

No.51【問合先】＝本庁原子力安全対策室
　　　　　原子力安全対策グループ 　（23）5111（内線 4632）

　

８
月
４
日（
金
）、
川
内
・
樋
脇
・
入
来
・

東
郷
・
祁
答
院
地
域
の
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た「
夏
休
み
親
子
見
学

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
16
人
が
参
加

し
、
川
内
原
子
力
発
電
所
・
展
示
館
お
よ
び

鶴
田
ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
展
示
館
で
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の

概
要
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
鑑
賞
を

し
た
後
、
発
電
所
の
実
物
大
の
模
型
な
ど
を

見
な
が
ら
、
発
電
の
仕
組
み
や
放
射
線
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
、
発
電
所
構
内
を
バ
ス
で
巡
り
、
発

電
所
の
安
全
対
策
の
た
め
の
資
機
材
を
配
備

し
て
あ
る
緊
急
用
保
管
エ
リ
ア
や
海
水
ポ
ン

プ
エ
リ
ア
の
津
波
対
策
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
た
り
、
構
内
に
あ
る
原
子
力
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
、
発
電
所
職
員
の
訓
練
を
見
学
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
力
発
電
を
行
っ
て
い
る
鶴
田

ダ
ム
へ
向
か
い
ま
し
た
。
平
成
18
年
７
月
の

豪
雨
の
影
響

を
踏
ま
え
た

再
開
発
事
業

な
ど
施
設
の

説
明
を
受
け

た
あ
と
、
歩

い
て
ダ
ム
堤

内
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

 

● 

原
子
炉
建
屋
で
は
、
真
剣
に
運
転
操

作
訓
練
を
し
て
い
た
。
全
部
マ
ス

タ
ー
す
る
に
は
10
年
も
か
か
る
と
い

う
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
。

● 

思
っ
て
い
た
以
上
に
厳
重
に
管
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
地
震
な
ど
が
来
る
と
不
安
だ
。

● 

も
っ
と
多
く
の
人
が
参
加
し
た
ら
い

い
と
思
っ
た
。

川内原子力発電所の運転状況は、次のとおりです。
＊九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。川内原子力発電所運転状況など

●発電電力量（1・2号機合計）平成29年６月分

＊目標値内であり、適切に管理されています。 ＊1本当たり200Lドラム缶相当 ＊貯蔵容量  約37,000本

●発電所の運転状況（1・2号機）

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
平成29年4月1日～6月30日

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
平成29年６月30日現在

●県内の発電電力量と消費電力量（平成29年６月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成29年６月30日現在）

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成14年）により、設備利用率が100％を超えることがあります。
　この「定格熱出力一定運転」とは、原子炉から発生する熱量（原子炉熱出力）を国から認めら
　れた最大値付近で一定に保って運転する方法で、海水温度に応じて電気出力は変化します。

放　出　量

検出限界値以下 1.7×1015ベクレル
年間放出管理目標値（参考） 貯　蔵　量

24,689本
貯　蔵　率

66.7％

約13.5億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

105.5％

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.2火力 0.5
地熱・風力 0.2原子力 13.5

500 1,000 1,500 （単位：体）

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,160体
使用済燃料

 貯蔵容量 　貯　　蔵　　量

833体
16体

再使用燃料

29体
1,176体

計

862体
63.0％

貯 蔵 率

63.6％

5 10 15（単位：億kWh）

発電電力量
消費電力量

14.5
6.7

※四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

出力89万キロワット 1月２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

平成29年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

定期検査

通常運転

出力89万キロワット 7月出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年7月

通常運転

通常運転定期検査

1/6 通常運転復帰　

3/24 通常運転復帰

子
ど
も

保
護
者

11 102017.9.25　広報さつませんだい 広報薩摩川内　2017.9.25


